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  第2回 ＮＰＯマネジメント講座 

 「助成金申請のコツ～助成金申請のための基本～」開催 

11/１４ 

笑楽サロン「庵」 ～ゆったり、楽しく、笑楽サロン

福島市渡利に「笑楽（しょうがく）いおり」サロ

ンが誕生しました。この運営はＮＰＯ法人市民後見

サポートの会が行っています。市民後見サポートの

会は、「成年後見制度」の周知などを目的としてお

り、高齢者の生活上の様々なサポートを行っていま

す。活動の中には、毎月第２木曜日に開催している

「制度の説明と相談会」があり、ＮＰＯを運営する

中で「気軽に訪ねることができるサロンがあったら

いいよね。」との会員の言葉からサロンが生まれま

した。 

取材に訪れた日は3回目のサロン開催日で、約10名程度の利用者や会員が集まっていました。サロ

ンの名の通り、笑いが絶えない和やかなムードで知人の家を訪れるようにお茶やお菓子を頂きなが

ら、ゆったり楽しい時間を過ごすことができます。こ

の日の話題は気になるマイナンバーについて。「何で

も話したいことをお話しできればいいんです。気負わ

ず、テーマを決めずに楽しく時間が過ごせればよいと

思っています。」と、遠藤喜恵理事長。是非、一度、

訪れてみてはいかがでしょうか？充実した時間となる

かもしれません。 

ふれあいサロンさくらの  
 「ふれあいサロンさくらの」はＮＰＯ花見山を守る会

の拠点となっています。花見山を守る会は公園周辺の花

の植栽や散策路の整備、清掃活動などを通して地域の活

性化に努めてきましたが、震災後は全国から集められた

支援物資などを避難されている方々へ届ける活動を行っ

てきました。現在はバザーの売り上げを県内の震災遺児

に送る活動を続けています。 

 サロンでは、避難されている方の為に常時バザーが 

開かれ、日用品や利用者の皆さんが作った小物などを販

売しています。また、入口にはホワイトボードの予定表

があり、色々な教室の実施予定や、避難されている方の予定など、自由書込むことができるように

なっていて、皆さんの仲間づくりや、情報交換に一役かっています。 

 代表の高橋さんは「今、サロンは避難されている方し

か利用できませんが、近い将来、地元の方や市民の方も

利用できる交流の場にしていきたい。花見山を通して

色々な人と交流し、生きがいを見つけていただけたらと

思っています。」と語ります。 

 今年のお花見シーズンは被災者支援の一環として財）

グリーンコープの協力で牡蠣を販売予定なので是非お花

見がてら、ご賞味してみてはいかがでしょうか。 

 

サロンでの歓談の様子 

   日用品や小物などのバザーの品々 

２階の多目的に使用できるスペース 

白で統一されたサロンの外観 
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NPO花見山を守る会 

NPO市民後見サポートの会 


